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プログラム2日目　令和６年２月２日（金）

シンポジウム８
9:00～10:30 第１会場（センチュリーホール）

「救急隊員教育」　～各地域における取り組み～
座　長	 澤野　博一　　堺市消防局
アドバイザー	田邉　晴山　　救急救命東京研修所	
	 藤森　隆将　　救急救命東京研修所

SY8-1 コロナ禍における救急業務に携わる職員の生涯教育に関する取り組みについて� 　P.197
仙南地域広域行政事務組合消防本部　平間　　徹

SY8-2 Ｔｅａｍ　ＳＴＥＰＰＳ®を活用した救急隊員教育について� 　P.197
千葉市消防局　坂本　　剛

SY8-3 大垣消防組合救急業務対策ワーキンググループ（救急ＷＧ）の取り組みについて� 　P.198
大垣消防組合消防本部　岩田　　浩

SY8-4 ライブラリ形式での持続可能な救急隊員の教育について� 　P.198
岡崎市消防本部　近藤　真充

SY8-5 救急隊員教育のターゲットを探る～救急業務の未来を見据えて～� 　P.199
福岡市消防局　内田　宗暁

総合討論
10:45～12:15 第１会場（センチュリーホール）

「スプレッド　これからの救急連携」　～名古屋から無限に広がる協力体制～
座　長	 松田　直之　　名古屋大学大学院・名古屋市MC協議会副会長
アドバイザー	有賀　　徹　　労働者健康安全機構	
	 千葉　智広　　秋田市消防本部

GD-1 救急医療Ｄｘ　―Ｓｍａｒｔ１１９が創造する未来―� 　P.200
千葉大学大学院　中田　孝明

GD-2 地域包括ケアの取り組み� 　P.200
能美市消防本部　南川　秀徒

GD-3 伊勢志摩地域における救急地域連携の現状と課題� 　P.201
三重県立志摩病院　丸井　伸行

GD-4 日本一の救命救急を目指して�～これからの救急連携～� 　P.201
公立豊岡病院　永嶋　　太

GD-5 コロナ対策を通して行った垣根を超えた取り組みと今後の対策について� 　P.202
名古屋市消防局　大島　　誠
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一般発表２１
9:00～10:30 第２会場（白鳥ホール北）

救急活動（特異事案②）　
座　長	 荻原　宏恭　　田原市消防本部
助言者	 伊関　　憲　　福島県立医科大学	
	 岡田　章宏　　福山地区消防組合消防局

O-21-1 山岳地通信途絶下で指示なし特定行為を実施した症例� 　P.205
南魚沼市消防本部　曽根　一弘

O-21-2 小児の医薬品中毒の一例を通して垣間見えた身近なＯＴＣ医薬品の依存性について� 　P.205
川口市消防局　宮園　宏行

O-21-3 スマートフォンのカメラ機能を活用した中毒の原因物質特定について� 　P.206
府中町消防本部　神田　直哉

O-21-4 マムシグサを誤食した１歳児救急搬送事例� 　P.206
伊賀市消防本部　阪谷　文耶

O-21-5 旬な食材による稀な中毒症状を経験して� 　P.207
上越地域消防局　室岡　　剛

O-21-6 作業所内でトリクロロエチレンを使用中に心肺停止となった症例� 　P.207
川崎市消防局　大谷　敬哉

O-21-7 救急活動における情報共有と今後の課題　～重大事案の経験から～� 　P.208
奈良市消防局　藤本　正一

一般発表２６
10:45～12:15 第２会場（白鳥ホール北）

救急活動（外因性）　
座　長	 福井　智之　　豊川市消防本部
助言者	 溝端　康光　　大阪公立大学大学院	
	 大山　　隆　　白山野々市広域消防本部

O-26-1 片麻痺を呈した脊髄損傷症例について� 　P.209
川崎市消防局　山本　宏樹

O-26-2 頸髄損傷でＣＰＡ直前の傷病者に対し、ワークステーション連携により救命できた症例� 　P.209
秦野市消防本部　須行　慎一

O-26-3 受傷機転を推測し、早期に頸髄損傷を疑ったことで救命できた外傷ＣＰＡ症例� 　P.210
羽咋郡市広域圏事務組合消防本部　栂木　陽輔

O-26-4 止血機能つきガーゼを使用してシャント出血の止血に奏功した症例� 　P.210
川崎市消防局　池田　雄志

O-26-5 ドクターカーによる早期医療介入とＬＩＶＥ１１９を使用し対応した重症熱傷事案� 　P.211
大津市消防局　三ツ井裕介
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O-26-6 墜落外傷で右上肢切断した傷病者をターニケットにより応急処置した症例について� 　P.211
千葉市消防局　石井　昭広

O-26-7 重機での労働災害によりターニケットを使用した症例を経験して� 　P.212
加賀市消防本部　河中　拓郎

パネルディスカッション６
9:00～10:30 第３会場（白鳥ホール南）

「指導救命士の役割」　～指導救命士の取り組みの現状と今後の展望～
座　長	 今西　孝司　　京都市消防局
アドバイザー	伊藤　重彦　　北九州市立八幡病院	
	 坂口　昌彦　　救急救命九州研修所

PD6-1 福島市消防本部における指導救命士の課題� 　P.215
福島市消防本部　三ノ輪　敬

PD6-2 東京消防庁における指導救命士の役割～現状とその展望～� 　P.215
東京消防庁　福井　　元

PD6-3 愛知県における救急救命士教育体制について� 　P.216
東海市消防本部　竹内　謙太

PD6-4 指導救命士の自立そして今後の展望と課題� 　P.216
伊勢市消防本部　西井　宏隆

PD6-5 指導救命士の活躍と今後の展望� 　P.217
奈良県広域消防組合消防本部　吉井　克昌

パネルディスカッション７
10:45～12:15 第３会場（白鳥ホール南）

「救急需要対策②　救急活動とＤＸ」　～情報で広がる連携～
座　長	 四維　栄広　　川崎市消防局
アドバイザー	成松　英智　　札幌医科大学	
	 森川　　到　　広島市消防局

PD7-1 帰署途中の報告書作成システム及び救急報告書のデータ管理の取組み� 　P.218
さいたま市消防局　原田　敬志

PD7-2 画像伝送システムを有効活用するための、６つの取組み� 　P.218
知多中部広域事務組合消防本部　竹平　尚樹

PD7-3 救急隊アプリを活用した傷病者情報共有ツールの導入について� 　P.219
高島市消防本部　梅村　　誠

PD7-4 東広島市救急業務システムＨＥＣＲＳ（イクルス）の導入について� 　P.219
東広島市消防局　山口　大己

PD7-5「ＬＩＮＥ　ＷＯＲＫＳ」アプリを活用した一斉受入要請について� 　P.220
名古屋市消防局　笹島　憲人
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スキルレクチャー
9:00～10:30 第４会場（レセプションホール）

「隊長のイメージは隊員にスプレッドできてる？」　
～救急隊の現場活動は普段のトレーニングから～

講　師	 神原　淳一　　日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院
司　会	 河内　健二　　名古屋市消防局
指導者	 川島　直樹　　名古屋市消防局	 篠田　有一　　名古屋市消防局	
	 竹下翔一郎　　名古屋市消防局	 垂見　謙輝　　名古屋市消防局	
	 齋藤　大誌　　名古屋市消防局	 池田健太郎　　名古屋市消防局	
	 近藤　　守　　名古屋市消防局	 石川　慎弥　　名古屋市消防局	
	 竹内　宏実　　名古屋市消防局	 小塚　清次　　名古屋市消防局	
	 青山　孝行　　岡崎市消防本部

SL 隊長のイメージは隊員に共有できてる？� 　P.223
名古屋市消防局　河内　健二

スキルトレーニング４
10:45～12:15 第４会場（レセプションホール）

「観察サーキットトレーニング」　～見るから観るへ～
講　師	 横山　　徹　　救急救命東京研修所
司　会	 久保田慎吾　　救急救命東京研修所
指導者	 橋永　佳則　　救急救命東京研修所	 上野　文也　　救急救命東京研修所	
	 木村　直裕　　救急救命東京研修所	 田端　健二　　救急救命東京研修所	
	 小川　史朗　　救急救命東京研修所	 坂本　仁将　　救急救命東京研修所	
	 近岡　正輝　　救急救命東京研修所	 小野田啓介　　救急救命東京研修所	
	 田牧　洋平　　救急救命東京研修所

ST-4 「観察サーキットトレーニング」～見るから観るへ～� 　P.224
救急救命東京研修所　久保田慎吾

教育講演４
9:00～10:30 第５会場（国際会議室）

「四肢外傷の診断と治療」　～より早期に診断するために何ができるのか～
司　会	 菅野　竜也　　相模原市消防局

EL4 四肢外傷の診断と治療　～より早期に診断するために何ができるのか～� 　P.227
奈良県立医科大学　前川　尚宜
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パネルディスカッション８
10:45～12:15 第５会場（国際会議室）

「これからの応急手当普及」　～現状と今後の展開～
座　長	 梅田　智之　　北九州市消防局
アドバイザー	石見　　拓　　京都大学大学院	
	 小林　孝之　　東京消防庁

PD8-1 新たな救命講習「オンライン救命講習」について� 　P.228
北見地区消防組合消防本部　高田　　拓

PD8-2 大阪市における応急手当普及啓発の現状と課題　～救命の担い手を増やすために～� 　P.228
大阪市消防局　妹尾　翔吾

PD8-3 ＡＩアバターを活用した救命講習アプリの実証報告� 　P.229
豊中市消防局　木梨　浩一

PD8-4 外国人向け救命講習の取り組み� 　P.229
鳥栖・三養基地区消防事務組合消防本部　有馬　隼人

PD8-5「これからの応急手当普及」ニーズに沿った講習の提供� 　P.230
熊本市消防局　橋本　光司

シンポジウム９
9:00～10:30 第６会場（会議室１４１＋１４２）

「女性救急隊員の活躍と今後の展望」　～女性職員の活用への取り組み～
座　長	 髙橋　朋子　　札幌市消防局
アドバイザー	本島　鉄也　　総務省消防庁	
	 喜熨斗千織　　川崎市消防局

SY9-1 高崎市等広域消防局の女性活躍推進について� 　P.233
高崎市等広域消防局　松島　大策

SY9-2 女性救急救命士活躍推進を目指した救急救命士養成大学としてのライフキャリア教育� 　P.233
日本体育大学　中澤　真弓

SY9-3 横浜市消防局における女性消防吏員の現状� 　P.234
横浜市消防局　中畑　郁実

SY9-4 四日市市消防本部における女性活躍推進の取組み� 　P.234
四日市市消防本部　市川　忠道

SY9-5 女性救急隊員の目線を取入れた「女性傷病者接遇チェックシート」� 　P.235
倉敷市消防局　角南　文彦
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一般発表２７
10:45～12:15 第６会場（会議室１４１＋１４２）

救急活動（妊婦・小児）　
座　長	 田上　光一　　水戸市消防局
助言者	 尾崎　康彦　　名古屋市立大学医学部附属西部医療センター	
	 伊藤　友弥　　あいち小児保健医療総合センター

O-27-1 初産婦の墜落分娩・臍帯巻絡症例の活動について� 　P.236
日立市消防本部　佐藤　幸伸

O-27-2 特定妊婦に登録された妊婦の多胎墜落分娩症例� 　P.236
上益城消防組合消防本部　本田　佳志

O-27-3 産婦人科医師からオンライン助言を受け対応した、刑務所内での墜落分娩事案� 　P.237
加古川市消防本部　山﨑　　亮

O-27-4 １歳４ヵ月男児、特別な物質による誤飲窒息� 　P.237
入間東部地区事務組合消防本部　手塚　　聡

O-27-5 多発外傷を呈した小児が早期医療介入により、社会復帰できた交通外傷症例� 　P.238
羽咋郡市広域圏事務組合消防本部　南　　昂輝

O-27-6 成田市消防本部における新生児蘇生法講習会の普及事業について－第２報－� 　P.238
成田市消防本部　髙田　　仁

O-27-7 分娩介助要領の学生参加型実践教育について＜新任救急隊員における知識・技術の定着＞�　P.239
名古屋市消防局　岡山　元紀

一般発表２２
9:00～10:30 第７会場（会議室４３１＋４３２）

関係機関との連携　
座　長	 法才　潤司　　富山市消防局
助言者	 金澤　英俊　　碧南市民病院	
	 鈴木　敏之　　姫路市消防局

O-22-1 救急頻回利用者に対する消防本部の対応、関係部局との連携� 　P.243
赤磐市消防本部　岡　　邦彦

O-22-2 他機関と連携し対応した精神疾患頻回救急要請者事案について� 　P.243
常総広域消防本部　鈴木慶太郎

O-22-3 地域ＭＣにおける保健所との協力体制確立の成果について� 　P.244
富田林市消防本部　前本　了一

O-22-4 地域包括ケアを支える職種との合同研修会の開催について� 　P.244
広島市消防局　阪井　　晃

O-22-5 救命教育の第１歩、幼児期から始める「いのち」の教室� 　P.245
北はりま消防本部　小林　寿明
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O-22-6 埼玉県三郷市義務教育に対するBLS教育（第6報）　～オンライン化で見えた現実と展望～�　P.245
三郷市消防本部　渡邉　優介

O-22-7 熱中症による被害の低減を目指し、中学校で行った取り組みについて� 　P.246
下関市消防局　中村　匠吾

一般発表２８
10:45～12:15 第７会場（会議室４３１＋４３２）

調査・研究（処置範囲拡大）　
座　長	 山田　　靖　　前橋市消防局
助言者	 梶野健太郎　　関西医科大学	
	 松本　　悠　　枚方寝屋川消防組合消防本部

O-28-1 ２０％ブドウ糖溶液投与完了から病院到着後の血糖値の相関性について� 　P.247
男鹿地区消防一部事務組合消防本部　今津谷　健

O-28-2 低血糖を見逃すな！初期評価から得られる低血糖の徴候について� 　P.247
大津市消防局　今井　徳彦

O-28-3 既往症から見えてくる低血糖症に関する考察� 　P.248
岡山市消防局　渡邊　　実

O-28-4 ショック症例における救急隊の判断と活動状況の分析� 　P.248
衣浦東部広域連合消防局　中山　陽介

O-28-5 病院前救護における下肢挙上の有用性について・単施設後方視研究・� 　P.249
三重大学医学部附属病院　吉村　元臣

O-28-6 心肺機能停止前のショック傷病者に対する輸液とショック体位の有用性について� 　P.249
埼玉西部消防局　西久保賢司

O-28-7 病院前の環境におけるNEWS2の活用について� 　P.250
日高広域消防事務組合消防本部　岡﨑　大地

一般発表２３
9:00～10:30 第８会場（会議室２２４）

救急資器材　
座　長	 加藤　守正　　愛西市消防本部
助言者	 信岡　　祐　　三重中央医療センター	
	 北川　一志　　大垣消防組合消防本部

O-23-1 電動ストレッチャー・従来型ストレッチャーの検証について� 　P.253
高崎市等広域消防局　糸井　祐弥

O-23-2 救急車内における輸液製剤の温度管理�－車載積載保冷庫を用いた管理の検討－� 　P.253
笠間市消防本部　富施　信也

O-23-3 ラリンゲルチューブサクション（ＬＴＳ）盲目的挿入による梨状窩損傷リスク� 　P.254
北九州市消防局　林　　誠一
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O-23-4 SDGsを絡めた廃棄資器材を材料とする救急搬送補助資器材の作成� 　P.254
浜田市消防本部　江里　　集

O-23-5 ビデオ喉頭鏡と硬性喉頭鏡の比較� 　P.255
河内長野市消防本部　中野　裕章

O-23-6 ビデオ硬性喉頭鏡（AWS）の成功率を上げるために� 　P.255
大分市消防局　西野　博俊

O-23-7 救急ソフト（CPRアシスト）を用いた胸骨圧迫評価について� 　P.256
羽咋郡市広域圏事務組合消防本部　吉田　大成

一般発表２９
10:45～12:15 第８会場（会議室２２４）

調査・研究（心肺停止）　
座　長	 糟谷　仁史　　尾張旭市消防本部
助言者	 前原　潤一　　済生会熊本病院	
	 奥村　昌宣　　加古川市消防本部

O-29-1 病院外心肺停止傷病者に対する高度気道確保について検証� 　P.257
埼玉県央広域消防本部　志摩　　知

O-29-2 ＲＯＳＣ率向上を目的とした「いばらＣＰＲコーチ」の効果� 　P.257
井原地区消防組合消防本部　川江　翔平

O-29-3 早期アドレナリン投与を目指したIVダブルトライについて� 　P.258
白山野々市広域消防本部　北村　慎吾

O-29-4 ＲＯＳＣを目指した早期薬剤投与への取り組み� 　P.258
塩谷広域行政組合消防本部　関　　直志

O-29-5 早期にアドレナリン投与を実施するための検討� 　P.259
佐野市消防本部　堀越　伸也

O-29-6 自己心拍再開を目指した救急活動の開始について� 　P.259
秋田市消防本部　高橋　伸一

O-29-7 早期アドレナリン投与を目的とした現場滞在型蘇生処置の効果及び実態について� 　P.260
白山野々市広域消防本部　高田　康平

一般発表２４
9:00～10:30 第９会場（会議室２３４）

調査・研究（処置観察）　
座　長	 谷川　昌弘　　能美市消防本部
助言者	 藤田　　基　　山口大学大学院	
	 荻野　修士　　衣浦東部広域連合消防局

O-24-1 急性発症の片麻痺を認める傷病者の麻痺側での血圧測定の実態について� 　P.263
上尾市消防本部　古川　一成
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O-24-2 病院前救護における脳卒中傷病者の接触時体位と麻痺側との関係性� 　P.263
白山野々市広域消防本部　清水　光治

O-24-3 急性心筋梗塞を早期に疑うキーワードの検討� 　P.264
出雲市消防本部　青木　達也

O-24-4 偶発性低体温症に対する保温処置の実証検証� 　P.264
浜田市消防本部　藤井　将平

O-24-5 救急現場と医療機関での体温測定値の相違における現状とその要因� 　P.265
出雲市消防本部　松田　　遼

O-24-6 静脈路確保成功率日本一の消防機関を目指して～皮膚温との関連性について～� 　P.265
佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部　鴇田　正博

O-24-7 静脈路確保に影響を与える因子と成功率からみる、今後の取り組みについて� 　P.266
高島市消防本部　多胡　　暁

一般発表３０
10:45～12:15 第９会場（会議室２３４）

各消防本部の取り組み②　
座　長	 川原　康二　　盛岡地区広域消防組合消防本部
助言者	 尾方　純一　　救急救命東京研修所	
	 山田　光隆　　埼玉県央広域消防本部

O-30-1 千葉市における転院搬送の状況� 　P.267
千葉市消防局　立野　政和

O-30-2 救急業務の効率化と課題解決を目的とした３部会の立ち上げと成果について� 　P.267
鳥取県西部広域行政管理組合消防局　山本　智大

O-30-3 酷暑における救急需要増大に対するフレキシブルな需要対策� 　P.268
守口市門真市消防組合消防本部　中川　陽介

O-30-4 職員を対象とした日勤救急隊に関するアンケートから見えたこと� 　P.268
広島市消防局　山本　達典

O-30-5 �～管理職から救護員へ～　当組合における再任用救急隊の現状と今後の展望�� 　P.269
奈良県広域消防組合消防本部　戸田　雅則

O-30-6 女性救急隊員の育児休業者現場復帰支援に対する取組� 　P.269
太田市消防本部　太田　正芳

O-30-7 岡山市消防局における救急救命士業務復帰プログラムについての一考察� 　P.270
岡山市消防局　洲脇　祐子
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一般発表２５
9:00～10:30 第１０会場（展示室２１１＋２１２）

調査・研究（自動式心マッサージ器）　
座　長	 窪田　　学　　甲府地区広域行政事務組合消防本部
助言者	 鈴木　　健　　豊川市民病院	
	 安藤　直也　　佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部

O-25-1 自動心肺蘇生器（Ｃｌｏｖｅｒ３０００）導入に伴う使用率に関する調査について� 　P.273
川崎市消防局　松澤　　亮

O-25-2 自動式心マッサージ器使用の有無における活動内容について� 　P.273
赤磐市消防本部　西村　裕介

O-25-3 自動心臓マッサージ器導入は救急活動時間に影響を及ぼしたか� 　P.274
横手市消防本部　山田　浩貴

O-25-4 現場活動における胸骨圧迫の可視化から質の高い胸骨圧迫を考える～宇都宮モデル～� 　P.274
宇都宮市消防局　渡邊　昌彦

O-25-5 LUCAS装着時間の短縮化� 　P.275
塩谷広域行政組合消防本部　鈴木　大道

O-25-6 ホイスト装置による吊り上げ救助における自動式心マッサージ器と特定行為継続の検証�　P.275
富岡甘楽広域消防本部　井川　　純

O-25-7 自動心肺蘇生器導入前後における心肺機能停止事案の救急活動の変化� 　P.276
福井市消防局　今岡　大輔

一般発表３１
10:45～12:15 第１０会場（展示室２１１＋２１２）

ＭＣ協議会との連携　
座　長	 青谷　洋人　　岐阜市消防本部
助言者	 松嶋　麻子　　名古屋市立大学医学部附属東部医療センター	
	 大石　　奨　　豊田市消防本部

O-31-1 地域MC協議会圏域を跨ぐ症例の合同検証会議の紹介� 　P.277
泉州南消防組合泉州南広域消防本部　月木　良和

O-31-2 ICTを活用しボーダレス化を構築したメディカルコントロール協議会の連携について� 　P.277
名護市消防本部　松田　正輝

O-31-3 広島県防災航空隊の救急運用体制について� 　P.278
広島県防災航空隊　安倍　弘之

O-31-4 茨城県北部地区メディカルコントロール救急活動プロトコル改正について� 　P.278
日立市消防本部　篠塚　仁志

O-31-5 出雲地区救急業務連絡協議会における血糖測定の検討について� 　P.279
隠岐広域連合消防本部　伊藤　浩志
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O-31-6 香川県におけるDNARプロトコル策定に向けての取り組みと運用開始後の課題� 　P.279
丸亀市消防本部　高田　英治

O-31-7 神戸市で初めてのDNARプロトコール対応事例� 　P.280
神戸市消防局　天野　稔仁






